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1.四半期業績の概況の作成等に係る事項 
  
 売上高の会計処理の方法の最近会計年度におけ  ： 無 
 る認識の方法との相違の有無 
                    
   
２．平成１６年３月期第１四半期業績の概況（平成１５年４月１日～平成１５年６月３０日） 
 （１）売上高 
             （記載金額は百万円未満切り捨て表示） 

 百万円   ％ 
平成１６年３月期第１四半期        4,248     － 
平成１５年３月期第１四半期           －     － 
（参考）平成１５年３月期       17,610      － 

    （注）1.売上高は、当該四半期までの累計値であります。 
       2.パーセント表示は、前年同期比増減率を示しております。 
       3.当該四半期より四半期業績の開示を行っているため、前年同四半期実績及び増減率に 
        つきましては記載しておりません。 
 
   [売上高に関する補足説明] 
     当第１四半期におけるわが国経済は、企業収益の一部に改善がみられますものの雇用環境や個人
消費が引き続き低迷するなどデフレの長期化に歯止めがかからず、依然として厳しい状況で推移い
たしました。 

     当社事業につきましては、このような国内経済の状況に加え、当初予想した通りイラク戦争やＳ
ＡＲＳ（重症急性呼吸器症候群）の後遺症に伴うチタン需要の先行き不透明感によりスポンジチタ
ンの販売が低調に推移した結果、当第１四半期の売上高は４，２４８百万円となりました。 

     事業別には、チタン事業につきましては上記のような状況の中、当初の予想通り輸出スポンジで
はスポット的な軍需用のリペア需要による増加がありましたが、国内向スポンジではユーザーにお
ける在庫調整圧力の影響も大きく、全体としては低水準の販売にとどまり売上高は２，９９９百万
円となりました。 

     一方その他事業につきましては、半導体需要が緩やかな回復基調に転じたことにより多結晶シリ
コンや高純度チタンの販売が堅調に推移した結果、売上高は１，２４９百万円となりました。               

 
 （２）当該四半期において企業集団の財政状態及び経営成績に重要な影響を与えた事象 
 
   該当事項はありません。 
 
３．平成１６年３月期の業績予想（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日） 
                        （記載金額は百万円未満切り捨て表示） 

１株当たり予  
予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 

想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円  銭 

中 間 期 
通   期 

8,000 
16,300 

100 
540 

50 
300 

 
   33  86 
―――  

   [業績予想に関する定性的情報等] 

        第１四半期の業績は概ね当初予想通りに推移しており、業績予想に修正はありません。 

 

以上 


